
23
年
間
に
わ
た
り
、
国
政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
立
候
補
時
に
は
「
家
庭
生
活
の
改
善
…
雑
用
に

わ
ず
ら
わ
さ
れ
て
い
る
婦
人
に
、
せ
め
て
１
時
間
で

も
２
時
間
で
も
教
養
の
時
間
を
与
え
、
政
治
へ
の
関

心
を
深
め
た
い
。
そ
れ
は
男
性
と
の
対
立
で
は
な
く
、

婦
人
の
地
位
向
上
に
男
性
の
協
力
を
切
望
す
る
も
の

で
あ
る
」
と
訴
え
、
今
日
の
男
女
共
同
参
画
社
会
へ

の
礎
と
も
い
え
る
主
張
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
会
で
は
、
衆
参
両
院
初
の
女
性
委
員
長
（
在
外

同
胞
引
揚
特
別
委
員
長
）
と
し
て
、
戦
後
処
理
問
題

に
献
身
的
に
取
り
組
む
ほ
か
「
売
春
防
止
法
」「
酒

に
酔
っ
て
公
衆
に
迷
惑
を
か
け
る
行
為
の
防
止
法
」

「
母
子
福
祉
法
」「
老
人
福
祉
法
」
な
ど
、
数
々
の
福

祉
政
策
は
「
紅
露
プ
ラ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
わ

が
国
の
社
会
福
祉
を
築
き
あ
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
島
に
落
ち
た
原
爆
で
、
当
時
見
習
士
官

だ
っ
た
唯
一
の
子
息
を
失
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
戦
争

遺
族
援
護
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
お
人
柄
は
「
終
始
に
こ
や
か
に
し
て
凛
然
。

演
説
は
荘
重
な
口
調
で
じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
と
説
き
、
迫

力
と
説
得
力
が
あ
り
、
重
厚
。
反
面
小
さ
い
問
題
で

も
丹
念
に
追
及
し
、
研
究
を
怠
ら
な
い
勉
強
家
で
あ

っ
た
」
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
徳
島
出
身
の
作
家
三
田
華
子
は
そ
の
作
品
「
阿
波

女
ま
ん
だ
ら
」
の
中
で
「
華
麗
に
勇
敢
に
、
最
高
の

女
の
花
道
を
堂
々
と
ま
か
り
通
っ
た
人
。
そ
し
て
花

の
舞
台
を
後
に
赤
い
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
た
花

道
を
優
雅
に
去
っ
て
い
っ
た
人
。
こ
れ
が
紅
露
み
つ

さ
ん
で
あ
る
」
と
政
界
引
退
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
偉
大
な
先
達

を
阿
南
市
が
持
っ
た
こ
と

を
誇
り
に
、
秋
の
全
国
大
会

を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
も

の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

８
月
１
日
に
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
㈬
で
す
。
８
月
１
日

㈭
以
降
は
、
７
月
中
に
送
付
す
る

新
し
い
被
保
険
者
証
（
む
ら
さ
き

色
）
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
有
効
期
限
も
７
月
31
日

㈬
で
す
。
平
成
24
年
度
の
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成
25
年
度

も
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
確
認
で

き
た
方
に
は
７
月
中
に
新
し
い
認

定
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
保
険
料
の
決
定

通
知
を
８
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
。

納
付
書
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
方

に
は
、
納
付
書
も
同
封
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

８
０
６
４
）
へ

外
国
人
住
民
の

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始

　

７
月
８
日
か
ら
、
外
国
人
住
民

の
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
運
用
開
始
に
伴
い
、
住
民
票
に

住
民
票
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
へ
は
住
民
票
コ
ー
ド
を
通

知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
つ
い
て
も
交
付
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－
１
１
１
６
）
へ

電
子
証
明
書
交
付
の

一
時
停
止
の
お
知
ら
せ

　

認
証
局
の
更
新
作
業
に
伴
い
、

７
月
29
日
㈪
か
ら
30
日
㈫
の
間
、

電
子
証
明
書
発
行
・
失
効
サ
ー
ビ

ス
が
実
施
で
き
ま
せ
ん
。
パ
ス
ワ

ー
ド
の
変
更
・
初
期
化
・
ロ
ッ
ク

の
解
除
等
に
つ
い
て
は
、
通
常
ど

お
り
の
利
用
が
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

阿
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
か

ら
設
立
50
周
年
記
念
と
し
て
植

樹
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
陽
光
桜
６
本
、
芝
桜
６
０
０

ポ
ッ
ト
、
山
ハ
ギ
４
０
０
ポ
ッ

ト
（
文
化
会
館
へ
）

●
陽
光
桜
12
本

　

（
牛
岐
城
趾
公
園
へ
）

●
ヒ
マ
ラ
ヤ
桜
10
本

　

（
那
賀
川
中
学
校
へ
）

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　
本
年
、
10
月
11
、
12
、
13
日
に
「
第
30
回
日
本
女

性
会
議
〈
男
女
共
同
参
画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
大
会
」

が
全
国
か
ら
約
２
５
０
０
人
が
集
い
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
今
ま
で
大
都
市
や
県
庁
所
在
地
の

都
市
で
開
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、
人
口
10
万
人
に
満

た
な
い
地
方
都
市
で
催
さ
れ
る
の
は
今
回
が
初
め
て

で
す
。
そ
れ
だ
け
に「
小
さ
な
都ま

市ち

の
大
き
な
挑
戦
」

に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、

ぜ
ひ
成
功
に
導
き
た
い
も
の
で
す
。
今
回
の
市
長
通

信
は
阿
南
市
の
初
代
名
誉
市
民
紅
露
み
つ
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
紅
露
み
つ
〔
明
治
26
（
１
８
９
３
）
年
～
昭
和
55

（
１
９
８
０
）
年
〕
さ
ん
は
、
群
馬
県
碓
氷
郡
坂
本

町
（
現
在
の
安
中
市
）
の
上
原
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
の
は
じ
め
、
桑
野
町
出
身
で
、
東
京
で
弁
護

士
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
紅
露
　
昭
氏
と
結
婚
。
昭

氏
は
昭
和
７
年
よ
り
終
戦
ま
で
本
県
選
出
衆
議
院
議

員
と
し
て
５
回
連
続
当
選
。
こ
の
間
、
み
つ
さ
ん
は

代
議
士
夫
人
と
し
て
内
助
の
功
を
果
た
し
、
戦
後
、

夫
、
昭
氏
が
公
職
追
放
に
あ
い
、
昭
和
21
年
４
月
婦

人
参
政
権
に
よ
る
戦
後
初
の
総
選
挙
に
、
夫
の
身
代

わ
り
候
補
と
し
て
立
候
補
し
、
当
選
。
当
時
、
39
人

の
婦
人
議
員
と
と
も
に
、
日
本
初
の
女
性
代
議
士
と

な
り
ま
し
た
。

　
爾じ

来ら
い

、
衆
議
院
議
員
１
回
、
参
議
院
議
員
４
回
と
、

～
日
本
女
性
会
議
に

　
阿
南
の
先
達
を
偲し

の

ぶ
～
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